
これから夏本番を迎え、熱中症やヒートアイランド対策で打ち水、最高気温記録更新などが新聞やテレ
ビニュースなどで目立ってきます。屋内はエアコンで快適環境にできますが、人の集まる屋外や公園、
動物用の小屋などは日傘や団扇、扇風機でしのぐ程度でした。最近になってテレビなどで紹介される機会
が増えてきた【微細な霧を発生させ気化熱で気温を下げる】システムを紹介します。
室内の加湿よりもっと微細な霧を発生させることがポイントで、２℃～５℃気温を引き下げます。
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【 微細な霧で屋外冷房、２℃～５℃気温引き下げ】
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